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手術圭臼 手衛後1日目 ＇手豹後2~3ビ目 三術佳4日巨 手和if5～！日ヒ キ術後8日ヒ占院＇
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血尿しよる尿の菅の閉塞がなく経追する 、 ＞＞ 孟皇庁戸
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【逗院基準】

・出血•発熱感染なとの兆候かないし l ＞ 血尿や和紐がない： ·淮尿かあり 、 残尿惑かない、

・出血がなく 、 発然なと感会の
＇兆候かない＿

沿寺に安定珂下剤の内服があ

:e • ・・ベP ります 、
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・陰部の毛のカットを行います～

心違
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手術前 手術後

ゑさから点滴を行い士す ·点面をしています L

隻合ーにより、；に流を
，峙に浣牒を行 行っ｀ーとそあります ＿ ‘

います 」

・翠と夕カに止皿酌と戎
主i5!,(/)点滴があります
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i手術の開始時間 ：：
・ 尿の営が人っています

： （ ） ； �尿の音が碩tるまで、
1丘1国消含と軟膏を塗，）

！時頃 i ます↓

・血液検査をします

l ＞ （場合によって1；；点滴か絣くことがあります＿

：場合により抗生剤0)内
服か処方されることかあ
りまず

二＝―- 手裔後廷目かea 目
ごろに 、 皿尿の程度を�I比霊‘尿(])

尻の言を五いた至S
以腔 ＿ 忍院まえに3ト

血治検否をします． 呆で三右医tふ檀部エ
コー そして残試竺し')
堕をす
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舌を·女年宅l •制限1よありません ヘjド上安峠てず ・歩行できます髭初の長i衷！よあ•) ませトッタ芸時から鯰こC.か歩行時1よふらつく可能性
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）時まで飲水ができます

｝時まで食＊ができます 一

・必ず入浴又1よ、シャワ ・ をしていただきます· — I> .
• 

できり＼腹＿圧がか かあるのて 、 者護帥が1寸かて ＇よし ‘ 今つ1一、ベントき添いをさせていただきのリモコンを利用して
まず上1ふを起こしましょ

・帰至2時問後からお
腹0)動きかよければ．

飲ホ｀夕方から食峯
か食べられます J
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•発熱がなければシャワ が出来ます

・ トイレで琲便できます一
'.i吏秘時は 、 緩下斉」を
内服していただまます、：

・入院治攪it国と手術同意ラの受領 3

・ご家ぽの方は手
―

祈脱治 ・手 ・ 1t＆｀主治茎から
から貶るまて 、 控え室また謀朗かあります

”え生活について召復師から正明をいたしまゴ記奴り食笈でぢやらくた
そい珪I・・る際1が合這帥に

手術室吐謹帥の訪問か石）ますュ 士をかけて<r笠•• I 
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tiし：ご芦摩言：るパンフ

:.;..,. l·r-?"�柔の濱認を行いよす｛抗凝固斉」内服中
�I囀 の万は中止できているか確認を行います。

・腹J王がなるぺくかからないように注忌してください、＾.,...●‘ 

・手術に必要なパスタオル1枚•T字帯1
枚・寝衣l枚を準備してください。
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注1痣名等は，現時点で考えられるものであり今後検査等を進めていくに従って変わることがありますc
注2入院期間に付いては現時点チ測される期間です
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三＼ ・尿の管が抜けたら入
浴かてきます．

尽の百を広いた当S
か逹々日まで 、 排尿I
団閣と1回尿量を記録

！しCいただきます し

I
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心環＆のモ活..t.の注·病理の結梁iが還粽三でにミ治三
忌点について説B月い から説朗があL）ます
たします し

•退院前に外来にて主
治医のお話があります
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